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研究成果の概要（和文）：　本研究では、「社会につながる」日本語の教育の実践における教員の役割を明らか
にすることを目的とし、学習者と母語話者のインターアクションを取り入れた学習活動（「街を教室にする」プ
ロジェクト）を実施し、参加者の意識や学びの質に教員が及ぼす影響を調査･分析した。データは参与観察、録
音・録画、インタビュー、アンケートにより収集し、学習者・母語話者・教員の三者の側面から分析をおこなっ
た。その結果、学習活動のタイプによって、三者の関係に変化が生じ、役割が流動化することで、それぞれの意
識に変化があらわれ、「社会につながる」日本語の教育に影響をもたらすことが確認された。

研究成果の概要（英文）：This study aims to clarify the practical role of teachers in a 
Japanese-language education that “connects with society.” We arranged a learning activity 
involving interactions between learners and native speakers (the project for moving from the 
classroom to the community), allowing us to survey and analyze teachers’ influence on participant 
perception and learning quality. The data was gathered from participant observations, audio and 
video recordings, interviews, and questionnaires. We analyzed the data from the three standpoints of
 learner, native speaker, and teacher. Our conclusion based on the results is that the type of 
learning activity affects how the three relate among themselves, introducing a role fluidity that 
brings about changes in each person’s perception, thus having an influence on the Japanese-language
 education that “connects with society.”

研究分野： 日本語教育学　社会言語学

キーワード： インターアクション　母語話者の意識　学習者の意識　教員の意識　学習活動　相互作用　活動型学習
　多文化共生
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１．研究開始当初の背景 
日本語学習者の質の変化にともない、日本

語教育において「社会とのつながり」「社会
参加」（佐藤・熊谷編 2011）が注目され、日
本語教育学会においても「日本語教育のアー
ティキュレーション（連関）」に関する研究
のプロジェクトが進行するなどといった動
きがみられる。従来の日本語教育は日本に興
味があり日本語を勉強するために日本に来
た学習者を対象としていた。そのため、なぜ
日本語を学ぶのか、何のために日本語を教え
るのかといったことを問題にする必要があ
まりなかった。しかし、近年、グローバル化
が進む社会のなかで、働くために来て、生活
するために日本語を学ぶ学習者が増え、その
ような学習者のニーズに応えるためにも社
会とのつながりが注目されるようになって
きた。日本語教育学会の大会の予稿集を見る
と、1999 年度には、地域の日本語教室や生
活者のための日本語教育といったテーマを
取り上げた研究発表は年間で 4 件（全 72 件
中５％）なのに対し、2013 年度は 27 件（全
137 件中 19.7％）に増えている。このことか
らも日本語教育の動向が、グローバル化にと
もなう社会の変化とともに大きく変化、発展
していることがわかる。 
 本研究のメンバーは、立命館アジア太平洋
大学（以下 APU）で、留学生の日本語教育を
担当している。この大学には、80 を越える国
と地域からの3000名弱の留学生と3000名強
の国内学生（主に日本人）が在籍しており、
留学生の出身国の多様性とこの規模の大学
での留学生比率の高さは国内では群を抜い
ている。この大学の開学にあたり、地域には
反対運動もあり、当初は、一部の住民からで
はあるが留学生が心無い言葉を浴びせられ
たということもあった。こうしたなかで留学
生がいかに地域に溶け込むかは重要な課題
であった。そのための一つの試みとして、開
学の年の秋から、地域の母語話者をボランテ
ィアとして教室に招き留学生の会話練習パ
ートナーを務めてもらうという活動を続け
ている。2014 年の時点では、地域のボラン
ティア参加経験者は600名近くになっていた。
この活動のなかで、留学生（学習者）がより
地域社会に溶け込むためには、地域のバリエ
ーション（方言）への理解が必要ではないか
と感じ、2005 年度～2007 年度まで科学研究
費補助金（「日本語教育における地域語の指
導法の開発および教材の作成」）を得て、地
域につながる日本語教育のための地域語の
指導法を研究した。この研究は方言をどのよ
うに日本語教育に取り入れるかを考えたも
のであるが、その目的は学習者が地域社会で
共生していくことであり、母語話者と学習者
の接触場面（で使われる方言）の調査をおこ
なった。そのなかで、地域に溶け込むという
発想では、学習者が一方的に母語話者に同化
することが求められがちだが、共生のために
は母語話者の変容も不可欠であり、その両者

をつなぐものとしての役割を教員が果たせ
るのではないかとの着想を得た。本研究課題
である「街を教室にする」プロジェクトは、
このときの着想がもとになっている。 
 
２．研究の目的 
「街を教室にする」プロジェクトとは、ト

ムソン（2007）で提唱された「壁のない教室」
すなわち「教室の壁を越えた日本語教育の試
みのコンセプト」に基づいている。「壁のな
い教室」はコミュニティを学習環境ととらえ、
学習者がコミュニティの中で日本語話者と
の相互交流を行い、学んでいくというもので
あるが、「街を教室にする」はそこから発展
したアイディアで、「コミュニティ全体が教
室で、そこにいる人々は学習者･母語話者の
隔てなく、すべてが学ぶ人である」というコ
ンセプトにもとづく。そこでは、学習者と母
語話者の隔てもなく、また学習者と教員とい
う対立もなく、すべてが学ぶ人となる。この
ように教室となった街は、やがて新しい共生
社会へと成長していく。つまり、このプロジ
ェクトの最終目標は多文化共生社会の構築
である。このようなコンセプトで、2010 年
ごろから、APU の中級クラスの授業では上述
の母語話者が教室に来て交流する活動と、学
生が街に出てインタビューなどをおこない
地域について調査するという双方向の活動
を組み合わせたインターアクション学習を
実施してきた。本研究の研究メンバーは、こ
の活動のなかで学習者、母語話者が何を学ん
でいくかの研究に取り組んできた。従来、こ
のような研究では学習者の学びに焦点が当
てられることが多かった。しかし、本研究グ
ループは学習者だけではなく母語話者の変
容も研究の対象とし、双方向からの総合的な
研究をおこなってきた。そのなかで、このよ
うな取り組みにおいて、実は学習者と母語話
者だけではなく教員の果たす役割にも目を
向けるべきであることがわかってきた。日本
国内で日本語教育をおこなう場合、日本語の
担当教員は、学習者が来日した当初もっとも
親しく接する日本人の一人でもある。そのた
めに学習者との関係が近く、教員は学習者を
自分の懐に入れて大切に守ろうとする意識
をもつ傾向が生じる。また、自分の生まれ育
ったコミュニティを離れて日本語教員とな
っている場合も多く、学習者以前に教員自身
がコミュニティとのつながりをもたないと
いう状況もありうる。このような教員の意識
や状況が、学習者が社会につながるための障
壁になる可能性もある。 
こうしたことから、本研究の目的は、学習

者も母語話者も教員も等しく学ぶ人となり、
コミュニティのメンバーとしてつながる空
間を作ることをめざして「街を教室にする」
プロジェクトを実施し、教員が参加者の意識
や学びの質にどのような影響を与えるかを
調査することである。 
 「社会につながる日本語教育」を実施する



うえで、教員は学習活動の設計者でもあり、
運営者でもある。本研究では、実際におこな
われている学習のデザイン、実施のさいの教
員の意識と行動を調査し、教員のねらいが学
習活動の参加者に理解されているか、教員の
意識が参加者や学習活動の成果にどのよう
な影響を与えるかを分析し、その結果をもと
に社会と学習者を結ぶファシリテーターと
して教員がどうあるべきかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、１次調査として実際におこな

われている学習活動（「街を教室にする」プ
ロジェクト）のデータを収集し、参加者（学
習者･母語話者）の学びの過程や成果に、教
員の学習デザイン・授業運営・実施上の意識
がどのように影響するかを分析した。 
その結果をもとに、新たな学習活動を考案

して実施し、データを収集したうえで、1 次
調査と同様の分析をおこなった。 
データ収集の対象は、学習活動に参加した

教員・学習者・母語話者である。教員に対し
ては、インタビュー、教室観察をおこない、
学習デザイン、授業運営法、実施に当たる教
員の意識を調査した。学習者・母語話者には、
アンケート、インタビューをおこない、学習
活動を通じた学びの成果と意識の変容、そこ
への教員の影響を調査した。 
 
４．研究成果 
1 次調査の対象としたのは、研究メンバー

が実際におこなっている学習活動である。こ
の時点では、以下の 3つのインターアクショ
ン活動が実施されていた。 
 
①学習者⇔異世代母語話者（地域の母語話
者を招いたビジターセッション） 

②学習者⇔同世代母語話者（学内の日本人
学生との交流授業） 

③学習者⇔学外の母語話者（地域でのイン
タビュー活動） 

 
これらの活動について、参加した教員・学

習者・母語話者という 3者の側面から分析を
おこなった。 
（1）学習者に関する分析結果 
 これらの学習活動に参加した学生のうち、
初級から上級までの学習者384名がアンケー
トに回答した。そのうち 92％はビジターセッ
ションを希望している（井上他 2014）。そし
て、この活動は地域の母語話者に良い印象を
もつきっかけにもなっているが、地域の母語
話者と交流を続けたいという意欲にはつな
がっていないことがわかった（寺嶋他 2015）。 
 交流の内容としては、学習者が一方的に教
えられる立場に立つのではなく、互いが知り
たいことを学び合うことを希望している（井
上他 2014）。 
さらに、インタビュー活動について、2014

年度秋学期の206名の学習者を対象にアンケ

ート調査（有効回答数 126）を実施した。こ
の調査では、「活動」を 5 段階で評価させ、
その評価が何に基づくのか、統計解析ソフト
ウェア PASW Statistics18.0 を用いて他の項
目との相関を調べた。 
その結果、学習者の 75％は、この活動を「と

てもよかった」「よかった」と評価しており、
この評価は「日本語学習の役に立ったか」「ま
たインタビューしたいか」「先生の説明はわ
かりやすかったか」という項目と相関があっ
た。また、「最も楽しかったこと」は、母語
話者へのインタビューであった。インタビュ
ーは自分で相手を探して行うため、断られる
こともあったが、断られた経験と活動の評価
には関連がなかった。一方で、グループワー
クやトピックに不満を感じる学習者が多く、
「活動」の評価は学習者が一人で対処できる
ことではなく、学習者単独では解決できない
協働学習部分への不満と関わっていること
がわかった。 
（2）母語話者に関する分析結果 
 インタビュー活動に参加した母語話者に
対する調査では、国際交流に関心が高い母語
話者と、関心が低い母語話者に差がみられた。
前者は、活動に参加することが母語話者・学
習者双方にとっての異文化交流の機会とと
らえているが、後者は学習者のメリットのみ
に言及し、この活動を自分自身が学ぶ場とは
考えていないことがわかった（板橋他 2014）。 
 また、ビジターセッションに参加した母語
話者に対する調査では、異文化に対する関心
は高いものの、学習者の学習をサポートする
役割への意識が強く、自分の立場を「教える
人」ととらえる傾向が強いことがわかった。
それに対して、教員は活動への参加者として
学習者と同等にとらえていた。そして、学習
者は、母語話者に同等の関係であることを求
めているにもかかわらず、そうではないこと
に不満を感じていた。 
（3）教員に関する分析結果 
 教員に対しては、アンケートによるビリー
フ調査をおこなった。このビリーフ調査は、
日本語教育観に関する 12 項目と、学習活動
に関するビリーフ、１）インターアクション
全般（「セッションの目的は日本の文化や習
慣を学ぶことである」など）、２）教員（「セ
ッションがうまくいくかどうかは授業のと
きの教員の指示によって決まる」など）、３）
母語話者（「母語話者は日本についてよく知
っているべきだ」など）、４）学習者（「学習
者はセッションに積極的に取り組むべきだ」
など）の 4領域 25 項目からなる。 
 このビリーフ調査の結果、以下のことがあ
きらかになった。 
①教員は、学習者が生の日本語に触れたり、
クラス外でも努力したりすることを期待し
ながら、教室内では学習者の能力に合わせて
調整された日本語で接することが望ましい
と考えている 
②教員は、予定どおりに授業を進め、学習者



に規律ある態度をとらせ、公平に接すること
が教員の役割であるという意識を持ってい
る 
③教員は、インターアクションを取り入れた
学習活動の実施者としての役割意識を持ち
つつ、インターアクションの主体は学習者・
母語話者であると考えている 
④教員は、異世代の母語話者に対し、学習者
に知識や経験、日本の文化習慣を伝える役割
を期待しつつ、母語話者も学習者から学ぶこ
とを期待している 
ビリーフ調査にみられたのは、教員の学生

の学びを尊重する姿勢、規範意識の強さであ
る。これは、教員として学習者の学習に責任
を持つという責任感のあらわれだと思われ
る。そのため、ビジターセッションという教
室内での授業活動に参加する異世代母語話
者に対し、授業活動の効果をもたらす知識や
経験を求め、なおかつ学習者の聞き役になる
という学習者への配慮も求めるというよう
に、教員と同じような役割を果たすという高
い期待を抱く傾向がみられた。それに対して、
同世代母語話者に対しては、学習者と同じ学
生であるという意識から、多くを求めない傾
向があった。 
これらの1次調査の結果からあきらかにな

ったのは、ビジターセッションのような教室
内の活動、英語交流やインタビュー活動のよ
うな授業としての活動は、参加者たちの期待
は高いものの、実施後にはいくつかの課題が
みられることであった。その課題とは、母語
話者・学習者の関係の不均衡性と、参加者が
自分自身でコントロールできない部分への
不満、教員と母語話者との意識の違い、活動
が参加者の継続的な交流にはつながらない
ことである。 
この結果をもとに、新たな学習活動を考案

し、それを実施して、2次調査をおこなった。 
新たな学習活動とは、以下の３つのもので

ある。 
① 学外（授業外）での交流会 
② 町歩きへの参加 
③ 町歩きクイズラリー 
①は、教室や授業を離れた自由参加の交流

会であるが、教員は日程と場所を準備し、参
加希望の学習者が母語話者を誘って参加し、
当日の運営はすべて学習者が主体的におこ
なった。教員は参加者の前には顔を出さず、
問題があっても参加者同士で解決がなされ
た。②は、地域の既存の活動を利用して、母
語話者と学習者の交流の機会としたもので、
町歩きの主催者（地域の母語話者）が主体と
なり、学習者と母語話者および教員が参加し
た。③は、スマートフォンアプリ「まちクエ
スト」をもちいた交流イベントで、新たなイ
ベントを地域に作りだす試みである。この活
動は、即興性の高い実質的アクティビティと
してこれまでの活動になかった性質を有し
ている。 
これらの活動が、これまでの活動と異なる

点は、①教員が「教える人」として活動の場
に存在することをやめること、②「街」のな
かにある既存の活動に教員も一参加者とし
て関わり、母語話者・学習者・母語話者の関
係性を再構築する試み、③「街」に学習目的
ではなく新たなつながりを模索する活動を
創出したことである。この新たな試みによっ
て教員の役割を見直すことができた。 
この新しい学習活動についても、実施記録、

アンケート、インタビューによりデータを収
集した。また、教員に対しては継続的なイン
タビュー調査も実施した。 
 その結果、これらの学習活動によって教員
と学習者という関係に変化が生じ、教員から
学生へという一方向から、双方向の関係性が
構築できること、それにより教員の意識にゆ
とりが生じ、客観性が増すことが観察された。
また、「授業」や「学習」を離れた交流の場
においては、参加者間のつながりが密になり、
その後の個人的な親交へと発展していきや
すいことがわかった。さらに、教員に対する
継続的な調査からは、こうした活動に参加し
て、母語話者や学習者との新たなかかわりが
生まれることにより、教員自身に自分の役割
を見直す意識が生まれ、自身の成長を意識化
していることが確認できた。 
 本研究の課題は、「街を教室にする」プロ
ジェクトにおける教員の役割をあきらかに
することであったが、研究の結果、わかった
ことは、教員の役割は固定的なものではない
ということである。教員が自分の役割を固定
的に考えることで、学習者・母語話者・教員
の関係に柔軟性が失われてしまうが、そのこ
とが参加者の不満につながり、学習活動の効
果が損なわれる結果となる。そうした固定的
な関係を意識的に変化させることは、参加者
それぞれの意識を変化させ、主体的な学びに
つながっていく。また、教員自身の意識の変
革は、教員を成長させることにもなる。 
今後の課題として、「街」で生まれた学び

を教室に還元し、そこからまた新たな学習を
発信して、「街｣に出るという循環を生み出せ
るような学習活動のシステムを構築し、さら
に効果的な学習活動を実施していく予定で
ある。 
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